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 観測機器のセンサ部には新光電気（株）社製の 1591-9D 形の差動変圧器を使用している。また専用アンプ
も同社の#1050 LVDT 用変位計カードを使用している（表 1）。測定誤差を小さくするため、キャリブレーシ
ョン用に伸縮計センサ部を改良した実験用装置（図 1）を使用して測定した。専用アンプはプリアンプを有
効にし、出力値を 5 倍に設定した。キャリブレーションの手順は次の通りである。 
 





・＋方向、－方向それぞれ 2 回測定する。 





























変化した場合、求めた温度計数からセンサの出力値が－7.0×10 – 5mm 変化したことになる。この値をひずみ
に変換すると 10 – 9程度となる。実際の計測データからは、これが地殻変動によるひずみ変化なのか、或いは

































図 3 温度変化による影響 
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